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は
じ
め
に

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
起
こ
っ
た
謀
略
事
件
・
張
作
霖
爆
殺
事
件

は
、
戦
後
の
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）
が
昭
和
三
〜
二
十
年

（
一
九
二
八
〜
四
五
）
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

昭
和
期
の
日
本
が
大
陸
進
出
へ
向
か
う
端
緒
の
一
つ
と
し
て
一
般
的
に
理

解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
事
実
こ
の
事
件
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国

際
情
勢
の
一
つ
の
帰
結
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
の
対
満
政
策
に
関
す
る

諸
要
素
を
準
備
す
る
事
件
だ
っ
た
。
以
下
、
事
件
の
起
こ
っ
た
背
景
・
事

件
当
日
の
動
き
・
処
分
へ
の
経
過
・
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
に
よ
り
つ
つ
解
説
し
て
い
く
。

一
　
張
作
霖
爆
殺
事
件
の
背
景

清
国
滅
亡
後
、
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
一
九
一
二
年
に
成
立
し
た
中
華
民
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質
問

張
作
霖
爆
殺
事
件
の
経
過
と
河
本
大
作
の
処
分
に
つ
い
て　

張
作
霖
爆
殺
事
件
の
経
過
と
河
本
大
作
の
処
分
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

国
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
に
世
界
的
に
拡
大
し
た
民
族
自
決
・
反
帝

国
主
義
の
理
念
を
掲
げ
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
は
蔣
介
石
の
率
い
る

国
民
政
府
が
政
策
を
展
開
し
た
。
具
体
的
に
は
、
列
強
が
中
国
で
獲
得
し

た
権
益
を
漸
次
回
収
す
る
と
と
も
に
、
国
民
革
命
軍
に
よ
っ
て
「
軍
閥
」

と
呼
ば
れ
る
地
方
実
力
者
を
制
圧
し
中
国
全
土
の
統
一
を
目
指
す
「
北

伐
」
を
進
め
た
。
日
本
を
含
む
列
強
は
一
九
二
〇
年
代
初
頭
、
中
国
で
の

政
治
的
・
経
済
的
協
調
を
取
り
決
め
た
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
を
構
築
し
て
い

た
が
、
次
第
に
列
強
同
士
の
連
携
は
乱
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
中
華
民
国
と
の
個

別
の
対
応
を
通
じ
た
国
益
維
持
・
中
国
か
ら
の
支
持
獲
得
を
図
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

一
方
日
本
は
、
二
十
一
カ
条
の
要
求
な
ど
を
通
じ
て
権
益
を
中
華
民
国

に
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
勢
力
を
持
つ
軍
閥
を
支

援
す
る
見
返
り
に
権
益
の
保
持
・
拡
大
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
日
本

に
と
っ
て
特
に
重
要
な
の
は
、
主
に
満
州
な
ど
中
国
東
北
部
に
持
つ
日
露

戦
争
以
来
の
権
益
維
持
だ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
日
本
が
協
力
相
手
と
し

て
選
ん
だ
の
が
中
国
東
北
部
の
軍
閥
・
張
作
霖
だ
っ
た
。
張
も
日
露
戦
争

以
来
日
本
と
結
ぶ
こ
と
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
。

し
か
し
、
列
強
に
よ
る
北
伐
に
対
す
る
数
回
の
介
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

次
第
に
国
民
政
府
の
勢
力
が
中
国
東
北
部
に
迫
り
、
ま
た
張
の
一
部
政
策

が
日
本
に
と
っ
て
不
利
益
・
不
十
分
な
も
の
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
陸
軍
省
・
外
務
省
内
に
は
次
第
に
、
張
を
排
除
し
日
本
自
ら
の
手
で
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権
益
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
機
感
が
生
ま
れ
て
く
る
。

し
か
し
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
の
済
南
事
件
で
国
民
革
命
軍
と

日
本
軍
が
軍
事
衝
突
す
る
事
態
に
至
っ
て
も
、
当
時
の
田
中
義
一
首
相
兼

外
相
（
日
露
戦
争
時
に
張
作
霖
を
引
き
立
て
た
張
本
人
で
も
あ
っ
た
）
は

あ
く
ま
で
張
を
通
じ
た
権
益
維
持
を
考
え
て
お
り
、
張
へ
の
引
退
勧
告
と

い
う
陸
外
両
省
の
提
案
を
拒
否
し
た
。
こ
う
し
た
張
の
扱
い
を
巡
る
対
立

が
同
年
五
月
末
、
国
民
革
命
軍
が
張
を
追
っ
て
北
京
に
入
城
す
る
に
至
る

中
で
、
張
の
排
除
を
求
め
る
非
合
法
的
な
謀
略
へ
と
発
展
す
る
こ
と
と
な

る
。

二
　
事
件
当
日
の
動
き

北
伐
へ
の
抗
戦
を
断
念
し
た
張
は
、
京
奉
線
を
用
い
て
北
京
か
ら
奉
天

へ
帰
還
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
事
件
は
そ
の
途
中
で
起
き
る
。
六
月
四

日
早
朝
、
張
の
乗
る
特
別
列
車
は
京
奉
線
と
満
鉄
本
線
が
交
差
す
る
皇
姑

屯
と
い
う
地
点
で
爆
破
さ
れ
、
張
は
即
死
し
た
。

事
件
を
首
謀
し
た
の
は
事
件
以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
謀
略
に
関
与
し
て

き
た
関
東
軍
司
令
部
の
高
級
参
謀
・
河
本
大
作
だ
っ
た
。
河
本
は
五
月
末

か
ら
準
備
に
着
手
し
、
列
車
の
情
報
収
集
・
爆
破
実
行
・
偽
造
工
作
な
ど

を
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
担
わ
せ
謀
略
を
主
導
し
た
。
河
本
が
具
体
的
に
何

を
目
指
し
て
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
日
本
の

意
に
沿
わ
な
い
張
を
排
除
し
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
勢
力
拡
大
を
狙
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

事
件
直
後
は
首
謀
者
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
風
聞
が
飛
ん
だ
が
、
総
領

事
な
ど
満
州
情
勢
を
知
る
現
地
の
出
先
機
関
な
ど
は
真
相
を
察
知
し
て
い

た
。
ま
た
、
河
本
ら
の
偽
造
工
作
も
裏
目
に
出
た
。
河
本
ら
は
雇
っ
た
中

国
人
を
殺
害
し
て
現
場
へ
遺
棄
し
、
事
件
を
国
民
革
命
軍
の
「
便
衣
兵

（
ゲ
リ
ラ
）」
の
仕
業
に
偽
装
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
雇
っ

た
三
人
の
う
ち
一
人
が
事
前
に
逃
亡
し
、
中
国
側
の
尋
問
に
対
し
て
現
場

の
死
体
二
人
が
自
分
と
と
も
に
日
本
軍
に
雇
わ
れ
た
者
と
証
言
し
た
た
め
、

中
国
側
は
日
本
の
犯
行
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
真
相
を
知

っ
た
張
作
霖
の
息
子
・
張
学
良
は
、
七
月
以
降
国
民
政
府
と
の
協
調
を
進

め
、
十
二
月
二
十
九
日
に
「
易
幟
（
国
民
政
府
の
旗
・
青
天
白
日
満
地
紅

旗
を
掲
げ
る
こ
と
）」
を
行
っ
て
日
本
に
対
抗
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し

た
。

三
　
事
件
処
分
の
経
過
　
真
相
発
覚
か
ら
田
中
内
閣
総
辞
職
ま
で

事
件
が
日
本
人
の
仕
業
で
あ
る
こ
と
は
、
事
件
直
後
か
ら
後
藤
新
平
や

副
総
理
格
の
政
友
会
重
鎮
・
小
川
平
吉
ら
政
治
家
が
独
自
の
ル
ー
ト
を
通

じ
て
把
握
し
て
お
り
、
特
に
後
藤
は
中
国
側
の
調
査
報
告
書
ま
で
入
手
し

て
い
た
。
内
密
の
調
査
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
峯
幸
松
憲
兵
司
令
官
は
、
事

件
が
日
本
の
謀
略
で
あ
り
河
本
が
主
犯
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
そ
の

後
の
報
告
会
な
ど
を
通
じ
て
真
相
は
十
月
頃
に
は
中
央
政
界
に
あ
る
程
度
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共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
国
民
は
真
相
を
知
ら
さ
れ
ず
、
一
般
に
は

「
満
州
某
重
大
事
件
」
と
い
う
呼
称
で
報
道
さ
れ
て
い
く
。

真
相
を
知
る
以
前
の
事
件
直
後
か
ら
陸
軍
の
仕
業
で
は
な
い
か
と
疑
っ

て
い
た
元
老
の
西
園
寺
公
望
は
、
事
件
を
厳
正
に
処
分
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
軍
紀
の
粛
正
と
内
閣
の
実
行
力
を
国
内
外
へ
示
す
べ
き
と
し
て
、
真
相

公
表
と
犯
人
の
厳
し
い
処
分
を
田
中
に
強
く
要
求
し
た
。
野
党
・
立
憲
民

政
党
も
国
際
関
係
に
配
慮
し
、
議
会
で
の
追
及
は
警
備
不
備
に
対
す
る
批

判
に
留
め
る
自
制
を
見
せ
た
。

張
を
通
じ
た
満
州
権
益
維
持
と
い
う
自
身
の
構
想
を
挫
か
れ
た
田
中
は

当
初
、
西
園
寺
の
指
示
通
り
真
相
公
表
と
軍
法
会
議
開
催
に
よ
る
厳
罰
を

決
め
、
十
二
月
二
十
四
日
に
は
閣
議
に
か
け
ず
天
皇
に
も
両
項
の
内
容
を

上
奏
し
た
。
し
か
し
小
川
を
中
心
に
、
国
際
的
批
判
の
激
化
を
恐
れ
る
閣

僚
か
ら
反
対
の
声
が
上
が
っ
た
。
当
初
田
中
に
同
調
し
て
い
た
白
川
義
則

陸
相
も
、
参
謀
総
長
や
教
育
総
監
ら
部
内
か
ら
一
致
し
た
反
対
に
あ
っ
て

態
度
を
変
え
、
田
中
は
板
挟
み
に
苦
し
む
。
結
局
、
翌
昭
和
四
年
（
一
九

二
九
）
三
月
末
の
段
階
で
は
、
内
閣
と
陸
軍
と
の
間
で
、
犯
人
は
不
明
と

い
う
虚
偽
の
調
査
報
告
を
公
表
し
、
警
備
の
手
落
ち
の
み
を
問
題
と
し
て

関
係
者
を
行
政
処
分
に
付
す
に
留
め
る
と
い
う
方
針
が
合
意
さ
れ
た
。

以
前
か
ら
田
中
内
閣
に
不
信
を
い
だ
い
て
い
た
昭
和
天
皇
や
牧
野
伸
顕

内
大
臣
・
鈴
木
貫
太
郎
侍
従
長
ら
宮
中
側
近
は
、
田
中
の
十
二
月
の
上
奏

時
か
ら
の
方
針
転
換
に
反
発
し
、
上
奏
時
に
田
中
の
食
言
の
責
任
を
問
う

こ
と
を
計
画
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
西
園
寺
は
六
月
二
十
五
日
に
牧

野
と
面
談
し
た
際
、
天
皇
の
問
責
が
内
閣
の
進
退
に
直
接
関
与
す
る
の
は

前
例
の
な
い
こ
と
だ
と
述
べ
、
天
皇
に
政
治
責
任
が
生
じ
る
こ
と
に
危
惧

を
抱
く
立
場
か
ら
反
対
し
た
。
六
月
二
十
七
日
、
田
中
は
虚
偽
の
報
告
書

公
表
や
行
政
処
分
（
関
東
軍
司
令
官
・
村
岡
長
太
郎
を
予
備
役
編
入
、
河

本
を
停
職
と
す
る
）
の
方
針
を
上
奏
し
た
。
天
皇
は
報
告
が
以
前
の
も
の

と
異
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
恐
懼
し
弁
解
し
よ
う
と
す
る
田
中
に
対
し

て
説
明
は
必
要
な
い
と
拒
絶
す
る
こ
と
で
、
虚
偽
の
報
告
書
公
表
の
許
可

を
自
身
に
求
め
る
こ
と
へ
怒
り
を
示
し
た
。
こ
の
間
の
や
り
取
り
を
め
ぐ

っ
て
、
天
皇
の
下
問
が
問
責
・
総
辞
職
の
要
求
を
意
図
し
て
い
た
か
、
に

つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
西
園
寺
の
意
を
汲
み
、
直
接

問
責
し
総
辞
職
を
要
求
す
る
こ
と
は
回
避
さ
れ
た
と
す
る
永
井
和
氏
の
説

が
説
得
的
で
あ
る
。

し
か
し
上
奏
の
後
、
天
皇
や
牧
野
ら
宮
中
側
近
は
西
園
寺
に
相
談
す
る

こ
と
な
く
、
陸
相
な
ど
を
通
じ
て
天
皇
の
真
意
は
内
閣
不
信
任
に
あ
る
と

田
中
へ
伝
え
た
。
上
奏
時
は
と
も
か
く
、
こ
こ
に
至
っ
て
宮
中
側
近
が
行

政
処
分
の
承
認
と
引
き
換
え
に
総
辞
職
を
明
確
に
求
め
、
田
中
が
天
皇
の

信
任
を
失
っ
た
と
判
断
し
た
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。
田
中
は
河
本
ら
の
行

政
処
分
を
待
ち
、
七
月
二
日
に
「
満
州
問
題
に
関
連
し
て
輔
弼
の
責
任
に

顧
み
恐
懼
措
く
能
わ
ず
」
な
ど
と
す
る
辞
表
を
提
出
、
総
辞
職
す
る
。
河

本
は
停
職
し
た
後
、
一
年
後
に
予
備
役
に
編
入
さ
れ
現
役
を
去
っ
た
。
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四
　
事
件
そ
の
後

事
件
以
後
張
学
良
が
国
民
政
府
と
協
同
し
、
日
本
の
満
州
へ
の
影
響
力

拡
大
は
失
敗
に
終
っ
た
。
し
か
し
、
満
州
権
益
を
日
本
自
ら
の
実
力
で
維

持
・
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
発
想
は
関
東
軍
を
中
心
に
残
存

し
、
約
二
年
後
の
満
州
事
変
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
宮
中
側
近
の

画
策
で
田
中
内
閣
が
総
辞
職
し
た
と
い
う
風
聞
が
巷
間
に
流
布
す
る
と
、

田
中
内
閣
の
与
党
だ
っ
た
政
友
会
な
ど
は
、
宮
中
側
近
や
重
臣
ら
が
天
皇

の
声
を
借
り
て
不
当
に
倒
閣
を
行
っ
た
と
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
降

の
「
重
臣
ブ
ロ
ッ
ク
」
批
判
の
一
つ
の
源
流
と
な
っ
た
。

な
お
、
張
作
霖
爆
殺
事
件
は
そ
の
後
の
昭
和
天
皇
に
と
っ
て
、
自
ら
の

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
事
件
と
し
て
回
想
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え

ば
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
〜
四
月
に
か
け
口
述
さ
れ
た
『
昭
和

天
皇
独
白
録
』
に
お
い
て
昭
和
天
皇
は
、
事
件
に
際
し
自
分
は
田
中
の
食

言
を
責
め
辞
表
を
出
す
よ
う
迫
っ
た
（
も
っ
と
も
こ
れ
は
「
ベ
ト
ー
（
拒

否
権
行
使
）」
で
は
な
く
「
忠
告
」
の
つ
も
り
だ
っ
た
と
留
保
し
て
い
る
）、

し
か
し
宮
中
側
近
の
陰
謀
で
田
中
内
閣
が
倒
れ
た
と
い
う
風
評
が
広
ま
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
自
分
は
そ
の
後
の
内
閣
の
上
奏
は
自
分
が
反
対
で
も

裁
可
す
る
こ
と
と
し
た
、
と
回
想
し
て
い
た
。

同
様
の
記
述
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
紹
介
し
た
、
初

代
宮
内
庁
長
官
・
田
島
道
治
の
昭
和
天
皇
と
の
対
話
記
録
『
拝
謁
記
』
に

も
見
ら
れ
る
。
昭
和
天
皇
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
締
結
前
後
の

昭
和
二
十
六
〜
二
十
七
年
（
一
九
五
一
〜
五
二
）
に
至
っ
て
も
「
考
へ
れ

ば
下
克
上
を
早
く
根
絶
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
田
中
内
閣
の
と
き
に
張
作

霖
爆
死
を
厳
罰
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
」「
張
作
霖
事
件
の
処
罰
を
曖

昧
ニ
し
た
事
が
後
年
陸
軍
の
紀
綱
の
ゆ
る
む
始
め
ニ
な
つ
た
。
張
作
霖
事

件
の
さ
ば
き
方
が
不
徹
底
で
あ
つ
た
事
が
今
日
の
敗
戦
ニ
至
る
禍
根
の

抑
々
の
発
端
」
な
ど
と
い
う
後
悔
を
「
御
信
念
よ
り
相
当
繰
り
返
し
」
語

っ
て
い
た
と
い
う
。

無
論
、
こ
れ
ら
の
語
り
は
自
身
の
戦
争
責
任
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
意

図
と
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
前
日
本
の
過
誤
を
象
徴

す
る
出
来
事
の
一
つ
と
し
て
、
戦
後
の
昭
和
天
皇
に
深
く
記
憶
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
。
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